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花　山　だ　よ　り
　四月11日朝，天文憂のバスが蹴上げ附近を通ると，昨日までそんなでもなか
った櫻がすっかり開いて，動物園，インクライン，都ホテルの邊り，凡て花に覆
はれて二ってるる．で是非ともL一瓢を携へて「何庭かへ杖を引かざる可から
すと衆議一決．折柄の好天氣を機會に，午後2時頃から山を出獲した．（前夕
花山坊の記事通り）
　クック赤道儀の使用者が段々馴して來て，お互の協定等では不都合が起る
ので，今後は一週間分宛の襯測時間割を作る事になった．詠口ち一夜を冑，夜
中，臨画に三等分して槻癖者が交代．月のなv・夜は立憲観測，月のある時は
眼白観測が主として行はれる．槻測者は目下の臨海の5氏で，観測の種類は山
本先生が糸線測微意で彗星其他，柴田氏が篇眞で彗星や小遊星，小山氏は爲
眞で憂光星，諸善氏は糸線画食器で二重星，宮本氏は遊星面の目艮親槻測をさ
れる．
　四月17日の夜12時過ぎに観測を終った柴田先生が大赤道塵室から降りて選
ると，観測のため電燈を潰してある筈の廊下が馬鹿に明るい．ハテ攣だと外を
見ると市内に火事が起ってるる．それが：叉とてつもない大きな火煩で，到底普
通の家が焼けてみるとも思はれないで，疲てるた墓員を起したと言ふ事です
が，纏れが黒谷大本山の火事だつたので，上島先生の家には友が澤山降った
由．最も近かったのは黒谷の直ぐ下の池田氏の家で，本堂が焼け落ちた時は火
定で家が歴潰されるかと思はれた程だつた由である．（四月30日星見山人）
　花山といへば，外來者はすぐあの堂々たる本館の玄翁とその大ドームとを
思ひ浮べるでせうが，しかし，永く花山に住み馴れたものには，むしろ宿舎
から別館や子午線館あたり，いつもクロ（犬の名）がしぴるねししてみるあ
たりが，なつかしみのある邊です，花山きっての為藩医覇井氏に撮って頂い
た一枚の爲眞は，次號の表紙一ぱいに現はれます．なつかしい花山の氣分を
よく表してゐますから，今から樂んで下さい．
　宿舎の食堂一すNで黒ずみ，壁が落ちて，アバラ家ではありますが，し
かし毎日メンバ1ガ集っては座談に花を険かせる此の食堂は，花山のアクチ
ビチ1の参謀本部ですが，こNに毎日鶏井氏が新しV・牧獲としての美術爲眞
をはり出されて，一同を喜ばせてゐます．　（花山坊）
